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十
二

位
の

中
の

十
地
・

等
覚
の

階
位
説
の

相
違
と、

そ
の

歴
史
的
変
遷

を

良

く
学
ば

れ
た
こ

と
か
ら、

こ

の

よ

う
な

凡
夫
位
か

ら
聖
者
位
（

等
覚
・

妙
覚）

へ

の

修
行
（
坐
禅）

と

い

う
段

階
的
に

進
む

修
証
観
に

疑
団
を

持

ち

問
題
提
起
さ
れ
た
も
の

で

あ
ろ

う
。

三

　
こ

の

問
題
提
起
を
基
本
と

し
て、

日

本
で

の

参
学
に
満
足
で

き
ず
入

宋

求
法
さ
れ

、

あ
ら
ゆ

る
仏
教
宗

派
の

長
老
に

つ

い

て

遍
参
さ
れ
坐
禅
書

を

読
ま
れ

た
が、

そ
れ
ら
は

還
源
返
本
・

息
慮
凝
寂
と

い

う
修
証
各
別
の

段

階
的
な

修
証
観
で

あ
っ

た
。

つ

い

に

本
師
・

如
浄
禅

師
と
の

邂
逅

か

ら、

正
伝
の

坐
禅
（
修
証

観）

と

は
段
階
的
に

進
む

修
証
観
で

は

な
く
修

証
一

等
・

証
上

の

修
・

不
染
汚
の

修
証
・

只
管
打
坐
等
の

修
証
観
で

あ
る

と

敷
衍
さ
れ
る
に

い

た

っ

た
。

こ

れ
は

釈
尊
が
修
道
階
位
を
ま
と

め

て

説

か
れ
る
こ

と

が
あ
ま
り
な
か
っ

た

こ

と

を
重
視
し
敷
衍
化
し
た

と

い

う
意

味
で

あ
ろ

う
。

四
　
中
国
禅
宗
の

坐
禅
書
を
「

た

だ
還
源
返
本
の

様
子
な
り、

い

た

づ

ら

に
息
慮
凝
寂
の

経
営
な
り

」

と

批
判
し、

天
台
教
学
の

修
道
階
位
説
の

要

語
を
使
用
し
て

「

観
練
薫
修
の

階
級
に

お
よ
ば

ず、

十
地
・

等
覚
の

見
解

に
お
よ

ば

ず
」

と
し
て

い

る
。

唯
一

『

宏
智
禅
師
坐
禅
箴
』

の

み
を
道
得

是
と

さ
れ

て、

御
自
身
も
同
様
な
る
「

坐

禅
箴
」

巻
を
撰

述
さ
れ
て

い

る
。

道
元
の

密
受
心
印
に
つ

い

て

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

石

井
　
修
道

　

日

本
の

初
期
禅
宗
の

定
着
に

大
き
な

役
割
を
果
た

し
た

栄
西
（
一
一

四

一

−
一

二
一

五
）

に
し
て

も、

東
福
円

爾
（
一

二

〇

ニ

ー
一

二

八
六）

に

し
て

も、

従
来、

密
教
と

の

関
連
が
密

接
で

あ
る

こ

と

は

指
摘
さ
れ
て

い

た

が
、

最
近、

そ
の

結
び

付
き
は

よ
り
一

層
強
力
で

あ
る
こ

と

が
明
ら

か

に
さ
れ
つ

つ

あ
る

。

今
回、

道
元

2
二

〇
〇

1
一

二

五
三
）

の

重
要
な

用
語
で

あ
る

「

密
受
心
印
」

の

語
に

つ

い

て
、

密
教
と
何
ら
か
の

関
係
が

あ
る
の

で

は、

と
の

質
問
を
受

け
、

『

景
徳
伝
燈

録
』

の

「

密
」

の

使
用

例
を
す
べ

て

検
討
し
た

結
果、

密
教
と
は

全
く
関
係
が
な
い

禅

語
で

あ
る

こ

と

が
明

確
と

な
っ

た
。

こ

の

語
、

よ

り
厳
密
に

い

え
ば
「

密

受
心
印
よ

り
こ

の

か
た

の

坐
禅
」

の

語
を
め

ぐ
っ

て

問
題
に

す
る

な
ら
ば
、

極
め

て

難
解
な
問
題
が
潜
ん
で

い

る

の

で
、

筆
者
の

現
段
階
で

の

考
え
を
述
べ

よ

う
と

す
る
も
の

で

あ
る

。

　

周

知
の

よ
う
に

、

道
元
の

修

証
観
の

特

色
は
、

「

本
証

妙
修
」

と

か
、

「

証
上

の

修
」

と

呼
ば
れ

て

い

る
。

そ
の

主

張
が

見
ら

れ
る

箇

所
は

道
元

の

『

弁
道

話
』

で

あ
る

と
さ
れ
て

き
た

。

そ
の

根
拠
と
し
て

道

元
が
引
用

し
た
の

は
、

『

天

聖
広
燈
録
』

巻
八

の

六

祖
慧
能
と

南
嶽
懐

譲
と
の

「

南

嶽
説

似
一

物
」

の

問
答
と
、

『

景
徳
伝
燈

録
』

巻
五

の

六
祖
慧

能
の

法
嗣

の

司

空

本
浄
（
六
六

七

−
七
六

こ

の

語
で

あ
る

。

こ

の

問
題
に

つ

い

て
、

筆
者
は

「

な
ぜ
道
元
禅
は

中
国
で

生

ま
れ
な
か
っ

た
か
」

（
『

道
元
禅

師

正
法

眼
蔵
行
持
に

学
ぶ
』

所
収、

禅
文
化
研
究

所
、

二

〇
〇
七
年）

を
踏
ま
え
て
、

「

中
国
初
期
禅
宗
の

無
修
無
作
説
と

道
元
の

本
証
妙
修
説
」

（

『

東

洋
の

思
想
と

宗
教
』

第
二

九

号、

二

〇
一

二

年）

で

新
た
な
問
題

提

起
を

試
み、

唐
代
禅
の

主
張
は
道
元
と

は

異
な
り

、

元
来

、

無

事
禅
で

あ

る

こ

と
を

明
ら
か
に

し
た

。

　

今
回
問
題
と

す
る

「

密
受
心

印
」

の

語
は

、

『

弁
道
話
』

に

後
れ
る

こ

と

四

年
程
し
て

真
字
『

正
法
眼
蔵
』

第
八

則
の

「

南

嶽
磨
博
作

鏡
」

（

「

南

嶽
磨

慱
打
車
」

と
も

）

の

話
で

取
り
上

げ
ら
れ、

仮
字
『

正

法
眼
蔵
』

の

撰
述
の

準
備
が

始
ま
っ

た
の

で

あ
る

。

そ
の

テ

キ
ス

ト
の

性
格
は

『

景

徳

伝
燈

録
』

巻
六
「

馬
祖
道
一

章
」

と

巻
五

「

南

嶽
懐
譲
章
」

を

合
糅
し
た
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新
た
に

創
作
さ

れ
た

磨
慱
作
鏡
の

話
で

あ
る

。

も
と
も
と
の

中
国
の

テ

キ

ス

ト
で

は
、

馬
祖
の

坐

禅
が
「

習
禅
宀

疋
」

で

あ

り
、

「

道
一

聞

示
誨

、

如

飲
醍
醐
」

を

経
て
、

「

密
受
心

印
」

す
る
と

伝
え
る

が、

そ
の

説
こ

そ

道

元
の

最
も

嫌
悪
し
た

も
の

で

あ
っ

た
。

そ
れ

故
に

道

元
の

「

南

嶽
磨
慱
作

鏡
」

の

話
の

馬
祖
の

坐

禅
は

「

密

受
心

印
」

後
の

坐

禅
で

な
け
れ
ば
な

ら

な
か
っ

た
。

　

そ
の

こ

と

は、

こ

の

話
を

取
り
上

げ
る

『

正

法
眼
蔵
』

の

『

古
鏡
』

『

坐
禅
箴
』

『

行
持
』

に

お
い

て
一

貰
し
、

『

坐
禅
箴
』

で

は
、

「

江
西
大
寂

禅
師、

ち

な
み

に
南
嶽
大
慧
禅
師
に

参
学
す
る

に
、

密
受
心
印
よ

り
こ

の

か
た
、

つ

ね
に

坐
禅
す
」

と

あ
り
、

『

行
持
』

で

は
、

「

江

西
馬
祖
の

坐

禅

す
る

こ

と
は

二

十
年
な

り
。

こ

れ

南
嶽
の

密
印
を

稟
受
す
る

な

り
。

伝
法

済
人
の

と

き、

坐
禅
を

さ
し
お

く
と
道

取
せ

ず
。

参
学
の

は

じ
め

て

い

た

る

に

は
、

か

な

ら
ず
心

印
を

密
受
せ

し

む
」

な
ど
と

示
し
て

い

る

こ

と
が

な
に

よ

り
の

証
拠
と

な

ろ

う。

道

元
の

「

本
証
妙
修
」

説
と

関
連
し

て

言

う
な
ら
ば

、

「

本

証
」

が
こ

こ

で

は

「

密
受
心

印
よ

り
こ

の

か

た
」

で

あ

り
、

「

妙
修
」

が
「

作
仏
を

求
め

な
い

坐

禅
」

で

あ
る

と

言
い

換
え
て

も

よ

い

で

あ
ろ

う。

『

正

法
眼

蔵
』

の

馬
祖
の

坐

禅
は
、

本
証

妙
修
を
内

容

と

す
る

も
の

で

あ
っ

た
。

　
こ

こ

で

「

密
受
心
印
」

と
は

ど
の

時
点
を
い

う
の

か
の

難
問

題
が

生
ま

れ

る
。

基

本
的
に
は、

道

元
を
語
る

場
合、
「

転
迷

開
悟
」

の

時
点
を

探

る

こ

と
は

そ
の

宗
風
よ

り
な
じ

め

な
い

と

い

う
の

が

筆
者
の

立

場
で

あ

る
。

不
明
だ
っ

た

『
行
持
』

の

六

祖
慧

能
の

条
も

「

得
法
已

後、

な
ほ

石

臼
を
お

ひ

あ
り
き
て
、

米
を
つ

く
こ

と
八

年
な

り
。

出
世

度
人

説
法
す
る

に

も、

こ

の

石
臼
を
さ

し

お
か
ず、

奇
世
の

行
持
な

り
」

と
は

、

「

密

受

心

印
よ

り
こ

の

か
た
」

の

「

坐

禅」

こ

そ
、

石
臼
が
示
す
も
の

で

は

な
か

っ

た

か
。

そ
の

「

石
臼
」

は
、

同
じ

『

行
持
』

に
お

い

て、

磨
慱
作
鏡
の

話
の

「

慱
」

に

通
じ、

「

伝
法
済
人
の

と
き

、

坐

禅
を

さ
し

お
く
と

道
取

せ

ず
。

参
学
の

は

じ
め

て

い

た

る
に

は
、

か
な

ら

ず
心

印
を

密
受
せ

し

む
」

と

解
す
る

こ

と
が
で

き
る

の

で

は

な
か

ろ

う
か

。

癡
兀
大
慧
の

禅
密
思
想

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

高
柳
さ
つ

き

　

日
本
の

禅

宗
は

鎌
倉
時
代
初
頭
の

栄
西、

巾
頃
の

道
元
に

よ

り
広
め
ら

れ

た

と

い

う

定
説
は

、

一

九
七

〇

年
代
の

黒
田
俊
雄
の

顕
密
体
制
論
に

よ

り
崩
れ
、

近

年
で

は
、

円
爾
（

弁
円）

を

中
心
と

し

た

聖
一

派
の

兼
修
禅

（
諸

宗
兼
修
と
も
い

う
。

他

教
・

宗
を

伴
う
禅
宗。

主

に

密
教
と

結
び

つ

く
）

が

そ

の

中
心

的
存
在
で

あ
っ

た

こ

と

が
認
識
さ

れ
つ

つ

あ
る

。

　

癡
兀

大
慧
（
仏
通

禅
師
）

は

円
爾
の

弟
子
に

あ
た

り、

円
爾
の

兼
修
禅

の

継
承
者
と
い

え
る

。

　

真
福
寺
（
大
須

観
音

、

愛
知
県
名
古
屋
市
）

の

聖

教
調
査
に

よ

り
発

見

さ
れ

た

大
慧
の

『

東
寺
印
信
等
口

決
』

と

『

卜
牛
図
』

の

註
釈
で

あ
る

大

慧
の

『

十
牛

訣
』

に

お
い

て
、

そ
れ
ぞ
れ

大
慧
が

禅
と

密
教
を

中
心
と

し

た

諸
宗
関
係
を
ど
の

よ

う
に

語
っ

て

い

る

か
を

比
較
す
る

と
以

下
の

こ

と

が

言
え
る

Q

・
『

十
牛
訣
』

は

成
立
年
不
明
の

た
め

（
『

東
寺
印
信
等
口

決
』

は
、

一

二

九

六
年
の

大
慧
の

講
義
録
を
書

写
し

た

も
の
）

、

時
系
列
で

考
え
る

こ

と

は

で

き
ず

、

大
慧
の

思

想
の

変
遷
と
い

う
観
点
か

ら
は

捉
え
ら

れ

な
い

。

大
慧
の

仮
名

法
語
で

あ
る

『

枯
木
集
』

（
一

二

入

三

年）

で

は
、

「

倶
舎
等

の

三

は、

浅
き
か
中
に

も
浅
し
。

浄
土
・

法
相
・

三

論
の

三

は
、

浅
き
が

中
に

深
き
也

。

華
厳

、

法
華
は

、

深
き

が
中
に

浅

き
也

。

真
言、

禅

宗
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